
 7月は内閣府主唱の「青少年の非行・被害防止全国強調

月間」でした。当センターでも、この運動に呼応し、7・

8月に「地域の子どもを育てる愛の一声運動」を、日頃の

巡回補導活動と併せて実施しました。強化月間というこ

ともあり、たくさんの子どもたちに声かけをしていただ

きました。暑い中ご協力いただき感謝いたします。あり

がとうございました。その結果をご報告いたします。 

声かけをした人数 大船渡市合計・・・1,184名(※延べ人数) 

                  ●小学生合計・・・627名 (男子 : 368名 / 女子 : 259名)                                                 

●中学生合計・・・334名 (男子 : 178名 / 女子 : 156名)                           

●高校生合計・・・188名 (男子 : 101名 / 女子 : 87名)      

●有・無職少年合計・・・35名 (男子 : 25名 / 女子 : 10名)  

声かけをした人数 県内合計・・・14,930名                  

●盛岡市(755人) ●釜石市(1,218人) ●宮古市(410人) ●一関市(351人)     

●奥州市(262人) ●花巻市(6,107人) ●北上市(864人)  ●遠野市(603人)  

●陸前高田市(330人) ●二戸市(585人) ●紫波町(1,690人) ●岩泉町(571人) 

 

【大船渡市少年センター】 大船渡市役所 保健福祉部 子ども課内                 

大船渡市盛町字宇津野沢15番地  TEL 0192-27-3111 (内線195) ・ FAX 0192-26-2299 
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 11月は「子ども・若者育成支援推進強調月間」となってお

り、岩手県では今年度もこの運動に呼応し、当市少年センター

におきましても、補導委員の方々に御協力いただきました。下

校時の小中高生、地域の方々に啓発ポケットティッシュと啓発

チラシを配布しながら巡回しました。今年もいよいよ残すとこ

ろ１ヵ月を切りました。12月はクリスマスや冬休みなど子ど

もたちにとってお楽しみがいっぱいです。その反面、誘惑が増

える時期でもあるため、気の緩みから簡単に事件・事故に巻き

込まれる危険もあります。引き続き、少年補導委員と協力して

巡回などを行い、地域の方々を巻き込んで子どもたちを守って

いけるよう取り組んでまいります。 

配布した啓発物です⇧ 



 少年非行を取り巻く環境が変化する中において、少年センターの今後の活動の方向性等に

ついて班長の皆様と意見交換させていただきました。お忙しい中お集まりいただいた班長さ

ん、貴重な御意見ありがとうございました。コロナ禍で研修会も行えず、なかなか補導委員

同士でお会いする機会も減ってしまっていましたが、やはり顔を合わせて話すとういのは良

いものですね。 

 アンケートにも御協力いただきありがとうございました。後日皆様にもアンケート結果を

お伝えしたいと思っております。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 10月19日、岩手県少年センター連絡協議会主催の県外研修が開催され

ました。仙台市こども若者相談支援センターの御協力のもと合同研修会と

して、仙台市へ行ってまいりました。 

 県内12市町村の少年センター職員が出席し、仙台市こども若者相談支援センター

の活動や現状を聞き、情報交換などを行った後、４班に分かれて仙台駅周辺や繁華街

の街頭指導活動を行いました。 

 仙台市ではここ最近特に目立つようになったのは、大きく分けて２つだそうです。

1つ目は、20歳未満の喫煙です。喫煙に対する指導が昨年度12件に対し、今年度は

すでに32件と増加しており、警察による補導も増加している状況だそうです。2つ目は、出会いを求める行為

です。SNSを通じて交流を求め、駅周辺で待ち合わせをしている姿が目立つようになったそうです。どちらも

話を聞いてみると内に抱えているものがあり、話したい子が大半。その際は危険性を伝え、相談できる場所が

書いてある「ふれあいカード」を手渡しながら街頭指導していました。 

 大船渡市とは規模も人口も異なりますが、子どもたちへの接し方という部分では同じだなと感じました。子

どもも大人も心に抱えているものがあり、助けを求めている人はたくさんいることに変わりはないと思いま

す。日常生活でも子どもやその親、家庭にも目を向け、小さなSOSを見逃さないよう人と向き合っていきたい

と強く思いました。 

 こういった問題を抱えた子どもたちと出会い関わっていく中で、前向きに一生

懸命頑張ろうとする姿を見守っていくこともやりがいに繋がっていくと指導員と

話し、場所は異なるが私自身も頑張ろうと思えた研修会でした。 

 「助けて」と言うことは決して恥ずかしいことではないと思います。助けを求

められず苦しむ時間は少しでも少ない方がいいです。しかし、助けてと声に出し

て言える人もいる一方そうでない人もいます。そのような人に気づき、手を差し

伸べられるような人でありたいものです。相手の全てを理解することはできないかもしれませんが、理解しよ

うとする気持ちが、寄り添うということにも繋がると思います。 

 日々悩みは尽きません。考え込んだり、思い悩んでいると、どうして自分だ

け…と、自分1人のような気持ちになってしまいますよね。1人で悩んでいると

悲観的な考えになりがちです。しかし、自分が思っている以上に助けてくれる人

はいるということを忘れないでほしいです。置かれた環境に負け

ず、這い上がれる力を持てるよう、寄り添い、1人じゃないと

思ってもらえるよう努めたいと思います。 

  


